
ドローンの自動追従 

 

 

１．研究テーマ概要 

Telloのドローンに人の顔を認識させ自動で追従するプログラムを作成する 

 

２．使用機器・使用ソフトウェア 

Tello ドローン 

パソコン 

Python 

OpenCV （画像認識ソフト） 

Visual Studio Code 

 

３．研究過程 

1学期 

課題研究最初の時間は、ドローンをどのような動きをさせて飛ばすのかを考え自動追従を選びまし

た。ドローンを飛ばすプログラム言語は Python のほかに Scratch や Swift などの言語があり色々調

べた結果、使いやすく簡単な Pythonを選びました。そのほかにも OpenCVや Visual Studio Codeな

どのドローンを飛ばすために必要なものをインストールしプログラムを作成しました。 

2学期 

２学期の課題研究の時間は、Chat GPTを使用して１学期のプログラムの改良をメインに行い、自

動追従をするプログラムを完成させることができました。さらにプログラム完成後には take off

の時の高さの調整や、追従性能を向上させるためのプログラム改良を行いました。 

3学期 

課題研究発表会の要旨、PowerPoint、レポートの作成をしました。 

 

４．研究成果 

Pythonを使ってプログラミングによりドローンを飛ばし、自動追従させることができました。 

実行画面（写真 1） 

 



プログラム画面の一部(写真 2) 

 

 

５．今後の課題 

エラーの修正を最初独力で実施していましたが、時間がかかりすぎて途中より ChatGPT

を使用してプログラムを完成させました。自分の力だけで完成させることができなかった

ので、最初に pythonについてもっと勉強したほうがいいと思います。 

 

６．まとめ・感想 

ドローンをプログラムで動かすのは難しそうだと思っていましたが、自分でドローンや

pythonについて調べ、プログラムを組み立てていく中で、自分のプログラミング力が少

しずつ上がっていくことを実感でき、プログラミングの面白さに気づくことができまし

た。 


